
＜ 秋の終わりに、そよかぜ学級とみずべ公園を歩く ③チョウやガのなかま ＞

11/17、ひたち野うしく小そよかぜ学級の皆さんと歩いた、秋の終わりのみずべ公園。お待たせしま
みな

した。今回から昆 虫の冬ごしです。まずは、チョウやガのなかまから。
こんちゅう

さて、上の写真はシラカシの木

ですが、この葉のうらでじっとし

て冬をこすチョウ、ウラギンシ

ジミが写っています。左はその

拡大ですが、どこにいるでしょう
かくだい

か？天敵の鳥になったつもりで、
てんてき

見つけてみましょう。もし見つけ

られなければ、鳥になったあなた

は飢えてしまうことになります
う

よ。私も授業中は目をこらして探

しても見つけられませんでしたが、午後、勤務後に歩いてようやく

見つけました。さらにコナラの葉でも見つけましたが、これは

落葉樹で冬までに葉を落としてしまうので、それまでに常 緑 樹の
らくようじゅ じょうりょくじゅ

葉のうらに移動しなければなりません。
は い ど う
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シラカシの葉のうらで、じっとして冬

をこすウラギンシジミ。左はその拡 大。
かくだい

←落葉樹のコナラの葉にも、ウラギンシジミはいた。
らくようじゅ は



こちらは、モンキチョウ。モンシロチョウに近

いなかまですが、このチョウはさなぎでなく幼 虫
ようちゅう

で冬をこします。

そして、びっくりしたことに、まだジャコウア

ゲハがいました。さなぎで冬をこし、ふつうは 10

月に入るとほとんど見かけなくなるのですが。

シダレヤナギの幹には、樹皮とよく似た色のガがいました。じっとしていれば、鳥などに見つかるこ
みき じ ゅ ひ に

ともないでしょう。下の石のイスには、ツマアカシャチホコというガの幼 虫やミノムシがいました。
ようちゅう

幼 虫で冬をこすモンキチョウ(左)と、さなぎで冬をこす
ようちゅう

ジャコウアゲハ(下２枚)。この時期に見るのはめずらしい。
じ き

シダレヤナギの幹でじっとしていたガのなか
みき

ま(左上)と、下の石のイスにいたツマアカシャ

チホコの幼 虫(左下)、ミノムシ(右)。
ようちゅう



シラカシの葉には、刺されると
は さ

痛いヒロヘリアオイラガの幼虫
いた

がいました。いろいろな木の葉を
は

食べますが、みずべ公園ではシラ

カシやイヌシデなどでよく見つか

ります。もともとは中国南部やイ

ンドなど南の国のガですが、帰化
き か

して日本中どこでも見られます。

こんな所にもいました。樹木プレート
じゅもく

とシラカシの幹の間で、幼 虫とすでに
みき ようちゅう

まゆになったものがいくつか見られま

した。この幼 虫も、まもなくまゆをつ
ようちゅう

くるものと思われます。このガは

幼 虫だけでなくまゆにも毒針がついて
ようちゅう どくばり

いますから、さわったりしないように

くれぐれも気をつけましょう。

こんな、毛むくじゃらの幼 虫も見つ
ようちゅう

けてくれましたね。ヒトリガ科のなか

まかとは思いましたが名前までは分か

らず自分の宿題にしました。帰ってか

ら調べ、どうやらシロヒトリの幼 虫
ようちゅう

らしいことが分かりました。公園内の

植物では、スイバやギシギシ、タンポ

ポなどの葉を食べるようです。毒はな
どく

いそうですが、毛などでかぶれやすい

人はさわらない方がよいでしょう。

その他、名前は分かりま

せんでしたが、シダレヤナ

ギの下の石のイスに緑色の

幼 虫が、そして根もと近く
ようちゅう

の木の幹には小さなミノム
みき

シがついていました。
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シラカシの葉にいたヒロヘリアオイラガ。
は

樹 木プレートのうらにいたヒロヘリアオイ
じゅもく

ラガと、そのまゆ。

毛むくじゃらのシロヒトリの幼 虫。
ようちゅう

シダレヤナギの下の石のイス

にいた幼 虫(左)と、木の幹
ようちゅう みき

のミノムシ(右)。


